


教
育
目
的

21
世
紀
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
を
取
り
巻
く
す
べ

て
の
社
会
構
造
は
今
や
IT
抜
き
で
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、本
学
の
教
育
で
は
、

明
日
の
高
度
情
報
通
信
社
会
の
担
い
手
に
ふ
さ
わ
し

い
情
報
技
術
と
知
識
、
お
よ
び
そ
れ
を
支
え
る
幅
広

い
教
養
と
各
種
専
門
分
野
に
ま
た
が
る
知
識
の
習
得

に
裏
打
ち
さ
れ
た
高
度
IT
技
術
者
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
情
報
化
に

適
応
で
き
る
国
際
性
豊
か
な
人
材
、
情
報
に
付
加
価

値
を
生
み
出
す
幅
広
い
教
養
、
感
受
性
、
モ
ラ
ル
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
備
え
た
人
間
力
に
優

れ
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

• 

生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら
主
体
的
に
学
ぶ
力
を
育
成

　す
る
自
己
啓
発
教
育

• 

IT
社
会
に
役
立
つ
高
度
な
情
報
技
術
と
専
門
知
識

　を
身
に
つ
け
る
実
践
教
育

• 

国
際
感
覚
や
モ
ラ
ル
な
ど
豊
か
な
人
間
性
を
養
う

　人
格
教
育

• 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　能
力
を
涵
養
す
る
自
己
表
現
啓
発
教
育

• 

自
ら
問
題
を
見
つ
け
出
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
に

　自
身
で
工
夫
で
き
る
問
題
発
見
・
解
決
能
力
育
成

　教
育

• 

知
識
の
み
で
は
な
く
生
き
る
た
め
の
知
恵
を
啓
発

　す
る
全
人
教
育

本
学
の
使
命
・
目
標

IT
社
会
の
到
来
を
告
げ
る
国
際
情
報
化
の
幕
開
け

に
先
駆
け
、「
情
報
」
を
大
学
名
に
取
り
入
れ
て
開

学
し
た
北
海
道
情
報
大
学
は
、「
産
学
協
同
の
精
神

の
下
、
豊
か
な
国
際
性
、
創
造
力
あ
る
人
間
性
を
涵

養
し
、
実
学
に
裏
付
け
ら
れ
た
実
践
的
な
専
門
教
育

を
通
し
て
、
我
が
国
の
国
際
情
報
通
信
社
会
の
進
展

に
貢
献
す
る
高
度
情
報
通
信
技
術
者
を
育
成
す
る
」

こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。 

　本
学
は
、
北
海
道
開
拓
の
シ
ン
ボ
ル
・
野
幌
原
生

林
の
豊
か
な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
研

究
・
教
育
の
創
造
的
な
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
あ

る
い
は
先
端
的
な
通
信
教
育
に
よ
り
全
国
に
展
開
さ

れ
て
い
る
学
び
の
場
に
お
い
て
、「
情
報
」
を
核
に

そ
の
応
用
範
囲
を
広
げ
て
い
く「
情
報
の
総
合
大
学
」

と
し
て
IT
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
以
下

の
よ
う
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。

• 

情
報
を
核
と
す
る
高
度
な
専
門
職
業
人
養
成
機
能

• 

国
際
性
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
教
養
教
育
機
能

• 

情
報
に
関
わ
る
通
信
教
育
の
拠
点
機
能
　
　
　

• 

地
域
貢
献
・
産
学
連
携
機
能

建
学
の
理
念

「
情
報
化
社
会
の
新
し
い
大
学

と
学
問
の
創
造
」

　　北
海
道
情
報
大
学
は
、
平
成
元
年

に
我
が
国
の
情
報
化
社
会
の
黎
明
期

に
情
報
教
育
の
新
し
い
扉
を
拓
い

た
、
学
園
創
立
者
松
尾
三
郎
博
士
に

よ
っ
て
、「
情
報
化
社
会
の
新
し
い

大
学
と
学
問
の
創
造
」
を
建
学
の
理

念
と
し
て
開
学
し
た
大
学
で
す
。

建学の理念・使命・教育目的
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学校法人 電子開発学園　平成30年度決算の概要
　平成 30 年度決算が理事会ならびに
評議員会で承認されましたので、そ
の概要についてお知らせいたします。
　学校法人会計の計算書類は、資金
繰りの状態を示す「資金収支計算書」、
経営状態を示す「事業活動収支計算
書」、財政状態を示す「貸借対照表」に
より表示し、私立学校法第 47 条およ
び学校法人会計基準第4条に定められ
た規則に基づき作成したものです。

１．資金収支計算書
　平成 30 年度の収支状況を資金収支
計算書により資金の流れを予算と決
算で比較します。

（1）収入の部
　　学生生徒等納付金収入で 19 百万

円増加、手数料収入で6百万円増加、
補助金収入で 66 百万円増加、付随
事業・収益事業収入で6百万円増加、
受取利息・配当金収入で 4 百万円減
少、雑収入で 2 百万円増加、学費前
受金収入で 1 億 31 百万円増加しま
した。収入の部合計は 87 億 41 百万
円となりました。

（2）支出の部
　　人件費で 16 百万円減少、教育研

究経費及び管理経費で 42 百万円減
少、設備関係支出で 2 百万円減少、
その他の支出で4百万円減少しまし
た。翌年度繰越支払資金は 48 億 24
百万円で 3 億 18 百万円増加し、支
出の部合計は 87 億 41 百万円となり
ました。

2．事業活動収支計算書
　平成 30 年度の事業活動状況を事業
活動収支計算書により「教育活動収
支」、「教育活動外収支」、「特別収支」
の 3 つの事業活動に区分し、それぞれ
の収支状況を予算と決算で比較しま
す。
「教育活動収支」
（1）収入の部

　　学生生徒等納付金、手数料、経
常費等補助金、付随事業収入で 95
百万円増加となり、収入合計は 39
億 7 百万円で、97 百万円増加とな
りました。

（2）支出の部
　　人件費で 18 百万円減少、教育研

究経費及び管理経費で 42 百万円減
少、徴収不能額等で 4 百万円減少と
なり、支出合計は 37 億 5 百万円で、
64 百万円減少となりました。「教育
活動収支差額」は 2 億 2 百万円とな
り、1億60百万円増加となりました。

「教育活動外収支」
（1）　収入は受取利息・配当金が 49

百万円で 4 百万円減少となりまし
た。

（2）　支出は借入金等利息が 10 百万
円で、「教育活動外収支差額」は
40 百万円で、4 百万円減少となり
ました。「経常収支差額」は 2 億 41
百万円となり、1 億 57 百万円増加
となりました。

「特別収支」
（1）　収入は 12 百万円で 3 百万円増加

となりました。
（2）　支出は 23 百万円で 5 百万円増加

となり、「特別収支差額」は△ 11
百万円となり、2 百万円減少とな
りました。

　「基本金組入前当年度収支差額」は 2
億 31 百万円で 1 億 55 百万円増加とな
りました。
　「基本金組入額合計」は 2 億 96 百万
円で 55 百万円減少となりました。
　「当年度収支差額」は△ 66 百万円で
2 億 10 百万円増加となりました。
　「 翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 」は 6 億 70
百万円で 2 億 10 百万円増加となりま
した。

3．貸借対照表
　平成 30 年度の財政状態を貸借対照
表により本年度末と前年度末で比較
します。

（1）「資産の部」
　　合計で 154 億 33 百万円と前年度

末対比で 1 億 18 百万円増加しまし
た。

　　「固定資産」は主に建物が大学の
本部棟及び交流センター冷暖房設
備・専門学校の教室改修工事等で
84 百万円増加、減価償却額で 1 億
72 百万円減少しました。

　　構築物が減価償却額で4百万円減
少しました。

　　教育研究用機器備品が大学の実

習室パソコン・iPad・専門学校の
ノートパソコンの備品購入等で1億
4 百万円増加、減価償却額で 1 億 7
百万円減少しました。

　　管理用機器備品が減価償却額で 4
百万円減少しました。

　　図書が書籍購入等で 6 百万円増
加、 退 職 給 与 引 当 特 定 資 産 が 61
百万円増加しました。

　　ソフトウェアがキャンパスシス
テムの改修等で 10 百万円増加、減
価償却額で35百万円減少しました。

　　これにより固定資産合計 104 億
66 百万円で 18 百万円減少となりま
した。

　　「流動資産」は 49 億 68 百万円で 1
億 37 百万円増加し、主に現金預金
が 1 億 56 百万円増加となりました。

（2）「負債の部」
　　合計で 28 億 51 百万円と前年度末

対比で 1 億 12 百万円増加しました。
　　「固定負債」は eDC タワー等の長

期借入金が 92 百万円減少、退職給
与引当金が 63 百万円増加、長期未
払 金 が 16 百 万 円 減 少 し、 合 計 44
百万円減少となりました。

　　「流動負債」は未払金が 1 億 8 百万
円減少、学費前受金が 42 百万円増
加し、合計 67 百万円減少となりま
した。

（3）「純資産の部」
　　合計で 125 億 82 百万円と前年度

末対比で 2 億 31 百万円増加しまし
た。

　　「基本金」は 119 億 12 百万円で固
定資産のうち継続的に保持すると
判断されるものの額を示す第1号基
本金の組入額が 2 億 46 百万円増加、
将来取得する固定資産の取得に充
てる資産の額である第2号基本金の
組入が 50 百万円増加しました。

　今日、私学を取り巻く環境は、学齢
人口の減少等により年々厳しくなっ
ています。本学園は、健全な財務体
質を維持するために教職員が一致結
束して、特色ある教育活動や教育サー
ビスの見直しにより定員確保に努め、
また経費節減に取り組み、安定した
学校経営を推進する所存です。
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１．資金収支計算書　平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日まで

収　入　の　部 （単位：円） 支　出　の　部 （単位：円）

科　目 予　算 決　算 差　異 科　目 予　算 決　算 差　異

学生生徒等納付金収入 3,153,620,000 3,172,373,034 △ 18,753,034 人件費支出 1,781,240,000 1,765,338,085 15,901,915

手数料収入 35,032,000 40,629,356 △ 5,597,356 教育研究経費支出 1,006,857,000 980,394,997 26,462,003

寄付金収入 5,090,000 5,324,000 △ 234,000 管理経費支出 575,382,000 560,072,779 15,309,221

補助金収入 258,627,000 324,576,946 △ 65,949,946 借入金等利息支出 9,730,000 9,728,126 1,874

国 庫 補 助 金 収 入 240,110,000 305,525,000 △ 65,415,000 借入金等返済支出 91,661,000 91,660,000 1,000

地方公共団体補助金収入 18,517,000 19,051,946 △ 534,946 施設関係支出 83,987,000 85,410,862 △ 1,423,862

資産売却収入 180,000 87,713 92,287 設備関係支出 120,568,000 118,669,645 1,898,355

付随事業・収益事業収入 286,164,000 292,483,426 △ 6,319,426 資産運用支出 165,680,000 165,647,464 32,536

受取利息・配当金収入 52,999,000 49,357,446 3,641,554 その他の支出 579,538,000 575,728,541 3,809,459

雑収入 71,861,000 74,348,321 △ 2,487,321 資金支出調整勘定 △ 461,525,000 △ 435,732,813 △ 25,792,187

借入金等収入 0 0 0 翌年度繰越支払資金 4,506,095,000 4,823,990,554 △ 317,895,554

前受金収入 1,246,860,000 1,377,404,242 △ 130,544,242 支 出 の 部 合 計 8,459,213,000 8,740,908,240 △ 281,695,240

その他の収入 168,097,000 175,729,815 △ 7,632,815

資金収入調整勘定 △ 1,487,295,000 △ 1,439,384,610 △ 47,910,390

前年度繰越支払資金 4,667,978,000 4,667,978,551 △ 551

収 入 の 部 合 計 8,459,213,000 8,740,908,240 △ 281,695,240

活動区分資金収支計算書　平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日まで

（単位：円） （単位：円）

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　目 金　額

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　目 金　額

収
　
入

学生生徒等納付金収入 3,172,373,034

収
　
入

退職給与引当特定資産取崩収入 54,497,094

手数料収入 40,629,356 その他の収入 24,718,471

特別寄付金収入 3,335,000 小計 79,215,565

一般寄付金収入 1,828,000 受取利息・配当金収入 49,357,446

経常費等補助金収入 316,498,946 過年度修正収入 1,412,783

付随事業収入 292,483,426 その他の活動資金収入計 129,985,794

雑収入 72,935,538

支
　
出

借入金等返済支出 91,660,000

教育活動資金収入計 3,900,083,300 退職給与引当特定資産繰入支出 115,647,464

支
　
出

人件費支出 1,765,338,085 その他の支出 18,058,869

教育研究経費支出 980,394,997 小計 225,366,333

管理経費支出 559,228,014 借入金等利息支出 9,728,126

教育活動資金支出計 3,304,961,096 過年度修正支出 844,765

差引 595,122,204 その他の活動資金支出計 235,939,224

調整勘定等 46,125,890 差引 △ 105,953,430

教育活動資金収支差額 641,248,094 調整勘定等 △ 1,400,899

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

科　目 金　額 その他の活動資金収支差額 △ 107,354,329

収
　
入

施設設備寄付金収入 161,000 支払資金の増減額（小計＋その他の活動資金収支差額） 156,012,003

施設設備補助金収入 8,078,000 前年度繰越支払資金 4,667,978,551

施設設備売却収入 87,713 翌年度繰越支払資金 4,823,990,554

施設整備等活動資金収入計 8,326,713

支
　
出

施設関係支出 85,410,862

設備関係支出 118,669,645

第２号基本金引当特定資産繰入支出 50,000,000

施設整備等活動資金支出計 254,080,507

差引 △ 245,753,794

調整勘定等 △ 132,127,968

施設整備等活動資金収支差額 △ 377,881,762

小計（教育活動資金収支差額＋施設整備等活動資金収支差額） 263,366,332
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２．事業活動収支計算書　平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日まで

（単位：円） （単位：円）

教
育
活
動
収
支

科　目 予　算 決　算 差　異

教
育
活
動
外
収
支

科　目 予　算 決　算 差　異

事
業
活
動
収
入
の
部

学生生徒等納付金 3,153,620,000 3,172,373,034 △ 18,753,034
収
入
の
部 

事
業
活
動

受取利息・配当金 52,999,000 49,357,446 3,641,554

手数料 35,032,000 40,629,356 △ 5,597,356 その他の教育活動外収入 0 0 0

寄付金 4,930,000 5,163,000 △ 233,000 教 育 活 動 外 収 入 計 52,999,000 49,357,446 3,641,554

経常費等補助金 252,009,000 316,498,946 △ 64,489,946
支
出
の
部 

事
業
活
動

借入金等利息 9,730,000 9,728,126 1,874

国 庫 補 助 金 233,492,000 297,447,000 △ 63,955,000 その他の教育活動外支出 0 0 0

地方公共団体補助金 18,517,000 19,051,946 △ 534,946 教 育 活 動 外 支 出 計 9,730,000 9,728,126 1,874

付随事業収入 286,164,000 292,483,426 △ 6,319,426 教 育 活 動 外 収 支 差 額 43,269,000 39,629,320 3,639,680

雑収入 78,771,000 79,881,721 △ 1,110,721 経 常 収 支 差 額 84,389,000 241,239,363 △ 156,850,363

教 育 活 動 収 入 計 3,810,526,000 3,907,029,483 △ 96,503,483

特
別
収
支

科　目 予　算 決　算 差　異

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 1,837,004,000 1,818,953,874 18,050,126
収
入
の
部 

事
業
活
動

資産売却差額 0 87,713 △ 87,713

教育研究経費 1,285,405,000 1,259,401,102 26,003,898 その他の特別収入 9,410,000 12,314,214 △ 2,904,214

管理経費 619,593,000 603,831,642 15,761,358 特 別 収 入 計 9,410,000 12,401,927 △ 2,991,927

徴収不能額等 27,404,000 23,232,822 4,171,178
支
出
の
部 

事
業
活
動

資産処分差額 595,000 5,018,903 △ 4,423,903

教 育 活 動 支 出 計 3,769,406,000 3,705,419,440 63,986,560 その他の特別支出 17,212,000 18,078,736 △ 866,736

教 育 活 動 収 支 差 額 41,120,000 201,610,043 △ 160,490,043 特 別 支 出 計 17,807,000 23,097,639 △ 5,290,639

特 別 収 支 差 額 △ 8,397,000 △ 10,695,712 2,298,712

基本金組入前当年度収支差額 75,992,000 230,543,651 △ 154,551,651

基 本 金 組 入 額 合 計 △ 351,652,000 △ 296,439,674 △ 55,212,326

（参考） （単位：円） 当 年 度 収 支 差 額 △ 275,660,000 △ 65,896,023 △ 209,763,977

事 業 活 動 収 入 計 3,872,935,000 3,968,788,856 △ 95,853,856 前 年 度 繰 越 収 支 差 額 736,378,000 736,377,418 582

事 業 活 動 支 出 計 3,796,943,000 3,738,245,205 58,697,795 翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 460,718,000 670,481,395 △ 209,763,395

３．貸借対照表	　平成 31 年 3 月 31 日

資　産　の　部 （単位：円） 負　債　の　部 （単位：円）

科　目 本年度末 前年度末 増　減 科　目 本年度末 前年度末 増　減

固 定 資 産 10,465,708,428 10,484,143,750 △ 18,435,322 固 定 負 債 913,977,063 958,255,265 △ 44,278,202

有 形 固 定 資 産 6,834,828,175 6,931,653,782 △ 96,825,607 長 期 借 入 金 454,100,000 545,760,000 △ 91,660,000

土 　 　 地　 1,725,516,149 1,725,516,149 0 退 職 給 与 引 当 金 336,589,364 272,749,464 63,839,900

建 　 　 物 4,206,873,921 4,294,582,522 △ 87,708,601 長 期 未 払 金 123,287,699 139,745,801 △ 16,458,102

構 　 築 　 物 49,024,453 53,595,290 △ 4,570,837 流 動 負 債 1,937,281,512 2,004,632,007 △ 67,350,495

教育研究用機器備品 362,500,923 367,491,198 △ 4,990,275 短 期 借 入 金 91,660,000 91,660,000 0

管 理 用 機 器 備 品 31,657,732 34,611,500 △ 2,953,768 未 払 金 424,739,226 532,984,536 △ 108,245,310

図 書 455,352,107 450,734,164 4,617,943 前 受 金 1,377,939,242 1,335,912,615 42,026,627

車 両 3,902,890 5,122,959 △ 1,220,069 預 り 金 42,943,044 44,074,856 △ 1,131,812

特 定 資 産 348,200,135 237,049,765 111,150,370 負 債 の 部 合 計 2,851,258,575 2,962,887,272 △ 111,628,697

第２号基本金引当特定資産 50,000,000 0 50,000,000

退職給与引当特定資産 298,200,135 237,049,765 61,150,370

そ の 他 の 固 定 資 産 3,282,680,118 3,315,440,203 △ 32,760,085 純　資　産　の　部　 （単位：円）

ソ フ ト ウ ェ ア 234,347,429 259,813,514 △ 25,466,085 科　目 本年度末 前年度末 増　減

有 価 証 券 2,500,000,000 2,500,000,000 0 基 本 金 11,911,533,893 11,615,094,219 296,439,674

長 期 預 金 500,000,000 500,000,000 0 第 １ 号 基 本 金 11,558,533,893 11,312,094,219 246,439,674

そ の 他 の 固 定 資 産 48,332,689 55,626,689 △ 7,294,000 第 ２ 号 基 本 金 50,000,000 0 50,000,000

流 動 資 産 4,967,565,435 4,830,215,159 137,350,276 第 ４ 号 基 本 金 303,000,000 303,000,000 0

現 金 預 金 4,823,990,554 4,667,978,551 156,012,003 繰 越 収 支 差 額 670,481,395 736,377,418 △ 65,896,023

未 収 入 金 84,370,388 101,191,303 △ 16,820,915 翌年度繰越収支差額 670,481,395 736,377,418 △ 65,896,023

そ の 他 の 流 動 資 産 59,204,493 61,045,305 △ 1,840,812 純 資 産 の 部 合 計 12,582,015,288 12,351,471,637 230,543,651

資 産 の 部 合 計 15,433,273,863 15,314,358,909 118,914,954 負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 15,433,273,863 15,314,358,909 118,914,954
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大学主要行事など  ＜2月1日～6月30日＞
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32 ななかまど編集隊員募集


